
 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

  

 

令和 4年度 符津小学校 学校だより ＮＯ．７ 

                   

つなぐ 令和４年１１月１７日 
校長 笹谷 真理子 

 早いもので、2学期も 1カ月余りとなりました。符津っ子スポーツ祭や持久走大会などの行事が終わり、子ど 

もたちは落ち着いて学習に取り組んでいます。委員会活動も後期の新しいメンバーでの活動が始まりました。 

朝、玄関に立っていると、ほうきとちりとりを持って掃除をしてくれたり、花壇に水をやりにきてくれたり・・自分の当 

番でない日も自主的に活動してくれている高学年の姿を見ます。運営委員会が各クラスに呼びかけたあいさつ 

の取組も盛んに行われ、玄関に立ってあいさつする学年、校内をあいさつしながらまわってくれる学年・・気持ち 

のいい、さわやかな朝の様子が見られます。明るい学校にしようと、よびかけてくれる高学年とそれに応えようと 

がんばっている下学年の姿に元気をもらう毎日です。 

さわやかな朝の姿！ 

        

緑の募金、ご協力ありがとうございました！        

11 月 1 日の学校公開日を中心に、緑の少年

団、運営委員会が募金活動を行いました。たくさ

んの皆さんのご厚意で￥22,000の募金が集まり

ました。この募金は緑化推進委員会に送られ、緑

化推進活動や本校の緑化活動助成金の一部と

なります。ご協力ありがとうございました。 



10/26 持久走大会 

jikyuusoutaikai    

11/7 ５年生 生と性の授業    

10/17 3 年生 児童発表会    

11/１ 全校集会・任命式    

11/８ 休み時間避難訓練    11/９ 4 年生 体操教室    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 世界が目まぐるしく変化していくこれからの時代に生きる子どもたちに、求められる力は 

「自分で考え、判断し、行動できる力」です。 

その力を支える源となる一つに「自己肯定感」があります。「自分ならできる」「自分ならなんとかなる」という自

己イメージのことです。自己肯定感が高いと、自分に自信がある状態なので、その分だけ脅威や不安を感じにくく、

失敗を恐れずいろんなことに挑戦したり、失敗してもすぐ立ち直ったりすることができます。自己肯定感は、ある日

誰かから「もっと自信を持ちなさい。」「自分ならできると信じなさい。」と言われて高まるものではありません。 

「自分ごととして課題に取り組み、工夫をしながら乗り越えた経験」 

を積み重ねていくことです。学校では、授業や行事、委員会や異学年交流などの活動を通じて、子どもたちが自

分でめあてを決め、課題に主体的に取り組めるよう支援したり、めあてや課題達成の過程を大切にしたりすること

を心がけて指導していきたいと思っています。 

子どもの「真の自己肯定感」を高めるために        

行事から    



 

 


